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PC事業の安定的黒字化に向けた施策について 

 

本日、当社は PC 事業の安定的黒字化に向けた施策について、添付のとおり決定しましたので

お知らせいたします。 

この施策による業績への影響額は、営業損益-450億円、継続事業税引前損益-600億円、当期

純損益-360億円を見込んでおりますが、全社の 2014 年度業績予想については、電力・社会イン

フラ部門、電子デバイス部門が当初の計画を上回る見通しであることから、本年 5月 8日に発表

した数値に変更はありません。 

なお、セグメント別内訳を含む 2014 年度業績予想の詳細については、本日公表の「配当予想

の修正および業績予想に関するお知らせ」をご参照下さい。 

 

以 上 



２０１４－９－１８ 
株式会社 東芝 

 
PC 事業の安定的黒字化に向けた施策について 

 
 
 当社は、PC 事業について、安定的な黒字確保を可能にするため、現在も継続的に黒字を計上

している BtoB 分野への構造転換を一層加速し、市場環境などの影響による変動性の高い BtoC
分野については、一部地域での撤退を含めた大幅な縮小を行います。 
 
1．概要および今後の見通し 

BtoB 分野については、法人需要に即したワークステーションからタブレットまで幅広い商品

ラインアップの拡充とともに、グローバル市場での法人販売チャネルの拡大、幅広い BtoB 顧客

を持つ東芝グループの事業基盤と連携した企業向けクライアントソリューションの強化などに

よって、新規事業・顧客の開拓を進めます。 
また、今後一層の拡大が見込まれる IoT（Internet of Things）の分野においても、当社は PC

の開発で長年培った BIOS（Basic Input Output System；さまざまなハードウェアを制御する

プログラム）、セキュリティ、無線実装、高密度実装などの差異化技術を活用し、社会インフラ

やクラウド、ヘルスケア、家電などの領域に適用した製品・サービスの提供を積極的に進めます。

東芝グループ内で保有するさまざまな事業領域の技術と連携した IoT 製品・サービスを展開する

ことで、PC としてのハードウェアのみに依らない事業モデルの構築を加速します。 
これらの施策によって、2016 年度中に BtoB 分野の売上構成比 50％以上の実現を目指します。 

 
BtoC 分野については、市場環境などの影響による変動性が高く、数量・規模拡大に過度に依

存する事業モデルから転換し、採算性の改善が見込まれない国・地域については事業の終息を行

い、販売拠点の統廃合を行います。これにより、販売拠点は現在の 32 拠点から、今年度中に 13
拠点となる見込みです。その結果、BtoC 分野については、BtoB 分野強化との連動性の高い先

進国市場を中心とした地域において展開することになります。また、徹底的な軽量経営を目指し

て、プラットフォーム数の絞り込みによる開発や調達・流通コストの削減をさらに進めるほか、

グローバルオペレーションプロセスの見直しや国内本社機能のスリム化、一部本社機能の海外移

管などを進めます。 
 
これらの施策展開に伴い、製造部門を除き国内外で PC 事業に関わる従業員総数の約 20％強

に相当する約 900 名について今年度中に削減し、固定費については、2013 年度比で 200 億円以

上の削減を図ります。 
 

2．決定の理由 
当社の PC 事業は、これまでの構造改革により、今年度第 1 四半期（4-6 月）において黒字を

達成しましたが、今後もスマートフォンやタブレットとの競合によるグローバル市場における

BtoC 向け PC 需要の減少が見込まれています。今後の事業を取り巻く環境を踏まえ、安定的か

つ継続的に黒字を確保することが可能な事業とするため、今回、これまでの施策に追加して構造

改革を実施します。 
 

以上 
 


